
④ 地域の特色
静岡県は本州の中央部で東京と大阪のほぼ中央に
位置し、交通がとても便利です。南側には海、北
側は富士山など高い山があり、自然に恵まれた住
みやすいところです。観光地も多く、温泉などい
ろいろなところへ旅行に行ったり、名産品を楽し
んだりできます。
気候はあたたかく、みかんやメロン、お茶など

農業が盛んです。また、静岡県は楽器や輸送機器、
薬品や健康産業など幅広い産業も発展しています。

■研修・コースの概要

① 研修・コースの目的
b)主に日本語能力の向上のための研修

② 研修・コースの特色
日本語授業を中心に、留学生の専門分野に関連

した日本文化を学び、将来、日本と留学生の母国
との架け橋になるような人材を育成します。
留学期間を10月～3月と4月～8月に分け、10月～

3月は語学教育(日本語教育)中心の授業を組み、様
々な日本人との交流活動にも参加します。4月～8
月は留学生の専門分野を中心に、修了レポート作
成、自由研究、見学実習などのプログラムを設定
します。

静岡大学 (静岡県)

日本語教育、日本文化一般、自由研究、見学実習の総合プログラム

■大学紹介

① 大学の特色及び概要
(1)静岡大学の歴史
静岡大学は、1949年5月31日に旧制の静岡高等学

校、静岡第一師範学校、静岡第二師範学校、静岡
青年師範学校、浜松工業専門学校の5校を包括して、
新制度の静岡大学として発足しました。その後、
県立静岡農科大学の移管、キャンパスの統合、学
部の改組・拡充を行い、2022年10月現在6つの学部
から構成されています。また、2023年4月のグロー
バル共創科学部の開設に向けて、準備を進めてい
るところです。

静岡キャンパス：人文社会科学部、教育学部、
理学部、農学部

浜松キャンパス：情報学部、工学部

(2)学生数等（2022年5月1日現在）
教員数：794名 職員数：325名
学生数：学 部 生 8,473名

大学院生 1,576名

② 国際交流の実績
(1)大学間交流協定数 64
(2)部局間交流協定数 55
（2022年5月1日現在）

③ 過去3年間の受入れ留学生数及び日本語・日本
文化研修留学生（日研生）の受入れ実績

2022年：留学生数382人、日研生7人
2021年：留学生数387人、日研生3人
2020年：留学生数463人、日研生0人

大学公式キャラクター「しずっぴー」

③ 受入定員
9名（大使館推薦6名、大学推薦3名）

日本語能力、専門分野等により、静岡・浜松のど
ちらのキャンパスで受け入れるかを決定します。

④ 受講希望者の資格、条件等
(1)外国の大学学部に在学し、日本語・日本文化に

関する分野を専攻する者
(2)一定の日本語能力を有する者

（日本語能力試験N2以上）
(3)2023年9月下旬の指定する日に渡日できる者

⑤ 達成目標
(1)日本語
留学生のレベルに合わせて、中級から上級まで
のクラスを受講できます。最終目標は上級レベル
（日本語5）であり、上級のレベルに達した学生は、
全学教育科目の授業を中心に、さらに高度な日本
語力を身につけます。

(2)日本文化
伝統文化や歴史、文学、法学、現代社会などに
関する様々な講義が用意されています。学生は、
自らの関心に応じて関連する講義を受講し、専門
分野に関する基礎的な知識を身につけます。また、
フィールドワークや各種イベントへの参加を通じ
て、日本文化への理解を深めます。

⑥ 研修期間（在籍期間）
研修期間：2023年9月下旬～2024年8月下旬
（在籍期間：2023年10月1日～2024年8月31日）

（帰国は8月下旬の予定）

⑦ 奨学金支給期間
2023年10月～2024年8月

校章・シン
ボルマーク
など

茶畑と富士山 浜名湖の夕日



⑩ 研修・コース科目の概要・特色
1）研修・コース科目の特徴
全てのレベルの日本語授業を開講するとともに、地

域との交流活動を中心とする日本研修・交流プログラ
ムや、留学生の専門に
あった様々な文化科目が
開講されています。

2）研修・コース開設科目
Ⅰ）必須科目
留学生の日本語レベルによって必須科目が異なりま

す。
・日本語レベル3の学生：日本語3(JLPT N3レベル) 
・日本語レベル4の学生：日本語4(JLPT N2レベル）
・日本語レベル5の学生：日本語5(JLPT N1レベル）

日本語以外の必修科目については、指導教員との相
談の上、研修希望分野を学ぶために必要な基礎科目を
履修します。

◆日本語科目（日本語・日本文化研修科目）

＊ただし、浜松キャンパスでは日本語５は開講されません。

⑧ 研修・年間スケジュール

9月末
・渡日
・プレイスメントテスト
オリエンテーション

10月 ・授業開始

11月

静大祭（大学祭）

12月末～
1月初め

＜冬休み＞

2月初め 試験期間

2月中旬 授業終了

2月中旬
～3月末

＜春休み＞

4月初め
・プレイスメントテスト
オリエンテーション

・授業開始

5月 春のビッグフェスティバル(静岡)

8月初め 試験期間、授業終了

8月下旬 修了式、帰国

留学生と日本人の交流イベント 随時

⑨ コースの修了要件
必修科目を含む各学期7科目以上の授業（年間で

14科目以上）を履修、単位を修得し、レポートに
より専門の研究を修了したと認められる者に、修
了証を授与します。なお、修得した単位について
は、10月以降に成績証明書を発行します。

Ⅱ）選択科目
レベル5以上の日本語学習を希望する場合は、学部
留学生が受講する日本語科目を受講することがで
きます。「日本語Ⅰ～Ⅵ」は、大学における学
習・研究や日常生活に役立つ総合的な日本語能力
を身に付けます。「日本事情」は、日本文化や異
文化理解についての基礎的な知識を養います。

◆日本語科目（留学生科目）

また、様々な文化科目も選択することができます。
それぞれの科目の時間数は30時間です。これら以
外にも多くの科目が開講されています。なお、こ
れらの科目を受講する日本語レベルは上級が望ま
しいです。

◆文化科目
＊年度により開講しないことがあります。

日本語・日本文化
研修科目

時間数

後期

10～3月

前期

4～8月
計

日本語3

読解・文法 30 30 60

聴解・語彙 30 30 60

作文・話し方 30 30 60

日本語4

読解・文法 30 30 60

聴解・語彙 30 30 60

作文・話し方 30 30 60

日本語5
日本語総合Ａ 30 30 60

日本語総合Ｂ 30 30 60

日本語

3～5

日本文化研修 46 46

日本語と文化 30 30 60

全学教育科目

時 間 数

後期

10～3月

前期

4～8月
計

日本語Ⅰ 聞く・書く 30 30

日本語Ⅱ 読む・話す 30 30

日本語Ⅲ 発表 30 30

日本語Ⅳ 聞く・書く 30 30

日本語Ⅴ 読む・話す 30 30

日本語Ⅵ 実用日本語 30 30

日本事情 異文化理解 30 30

日本文化の科目（例）

人間学概論、社会学概論、心理学概論

文化人類学概論、歴史学概論、日本史概説

日本・アジア言語文化基礎論、日本文学概論

日本語学概論、書道、専門日本語基礎

憲法総論・統治機構、法学入門、日本経済史

国際社会と日本、国際日本学基礎

その他、日本文化に関連する科目

（全学教育科目・学部開講専門科目の一部）



■宿 舎
留学生に宿舎を提供するとともに、様々な国籍の
学生が集まる国際交流の場を提供することを目的
として、留学生宿舎を用意しています。入居の許
可期間は原則として1年間です。なお、室数が限ら
れているので、希望しても必ずしも入居できると
は限りません。

①静岡国際交流会館
室数：95室
面積(㎡): 居室7 ㎡、共有43 ㎡
入居にかかる費用：約13,200円～18,000円
宿舎料等(月額)：約25,400円～29,400円

②浜松国際交流会館1号館
室数：35室
面積(㎡):12.42㎡
入居にかかる費用：約27,000円
宿舎料等(月額)：約13,000円

③浜松国際交流会館2号館
室数：95室
面積(㎡): 居室7 ㎡、共有43 ㎡
入居にかかる費用：約5,400円
宿舎料等(月額)：約24,700円

④あけぼの寮
室数：45室
面積(㎡):15㎡
入居にかかる費用：約20,000円
宿舎料等(月額)：約15,000円

■問合せ先

＜担当部署＞
静岡大学学務部国際課国際学生交流係

住所：〒422-8529
静岡県静岡市駿河区大谷836

TEL： +81-54-238-4260（直通）
FAX： +81-54-238-5041
Email： inbound@adb.shizuoka.ac.jp

＜ウェブサイト＞
静岡大学国際連携推進機構：

https://www.suoic.shizuoka.ac.jp/
静岡大学：

https://www.shizuoka.ac.jp/

3)見学、地域交流等の参加型科目
「日本語・日本文化研修科目」では、地域や日

本人学生との交流を行っています。また、「日本
の文化」という授業では、静岡市内各所を訪問し
ます。さらに、各学部においては、それぞれの分
野に関係する実習科目を開講しています。

4)日本人学生との共修等の機会
「日本事情」では日本人と留学生混合で、異文化
理解について学習します。

⑪ 指導体制
(1)指導教員：
留学生1人に対し、国際連携推進機構教員1人が、

学習・生活面の指導を行います。
2023年指導教員：熊井、案野、袴田、佐川

(2)チューター：
留学生1人に対して1人の静岡大学学生チュー

ターが付き、特に静岡・浜松に来たときの出迎え
や、各行政手続きなどを手伝います。

(3)協力教職員：
指導教員とは別に、留学生の日本での学習・生

活・健康面について、様々な協力体制が整ってい
ます。
・静岡大学国際連携推進機構教員
・留学生カウンセラー
・留学生専門教育教員
（人文社会科学部、教育学部）

・人文社会科学部国際連携推進委員会
・教育学部国際交流委員会
・情報学部国際交流委員会
・静岡大学国際課
・国際交流ラウンジ

■修了生へのフォローアップ
(1)海外同窓会

インドネシア、タイ、ベトナム、マレーシアで
同窓会活動を行っています。

(2)修了生の声
帰国後、大学に戻り、学位を取得。その後、再

渡日。日本人女性と結婚し、現在は通訳・翻訳・
英語教育などの仕事をしている。留学中は、たく
さんの日本人の友人ができ、日本語能力が向上し、
日本人との国際交流を楽しめました。日研生とし
て採用された恩返しをしたいと思っています。現
在ALTとして静岡市内の学校で英語を教えています


